
　
室
蘭
気
象
台
火
山
観
測
情
報
第
１

号
を
発
表
。
前
日
か
ら
有
珠
山
で
火

山
性
地
震
が
増
発
し
、
前
日
の
午
前

８
時
か
ら
24
時
ま
で
総
回
数
１
０
９

回
（
平
常
時
１
カ
月
20
回
〜
30
回
）。

　
室
蘭
気
象
台
臨
時
火
山
情
報
第
１

号
を
発
表
。
道
、
胆
振
支
庁
、
道
警
、

町
（
旧
虻
田
町
）
が
各
自
の
災
害
対

策
連
絡
本
部
を
立
ち
上
げ
（
町
は
夕

方
に
対
策
本
部
に
格
上
げ
）
警
戒
態

勢
に
入
る
。

　
同
３
号
が
発
表
さ
れ
、
「
地
震
活

動
が
活
発
化
し
た
後
、
１
日
な
い
し

数
日
の
間
噴
火
し
た
例
が
多
い
の
で
、

今
後
噴
火
す
る
可
能
性
が
高
い
。
警

戒
が
必
要
」
。

　
町
は
、
温
泉
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
、
旧
月
浦
小
学
校
、
入
江
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
を
自
主

避
難
所
と
し
た
。

　
温
泉
街
は
、
午
前
中
い
つ
も
変
わ

ら
ず
、
宿
泊
客
を
見
送
る
姿
が
あ
っ

た
。

　
火
山
性
地
震
５
８
９
回
に
達
す
る
。

　
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
３･

４
の
地
震
あ

り
。
政
府
は
、
官
邸
連
絡
室
設
置
す

る
。

　
室
蘭
気
象
台
緊
急
火
山
情
報
第
１

号
で
「
こ
こ
数
日
内
に
噴
火
す
る
可

能
性
が
た
か
く
な
っ
て
お
り
、
火
山

活
動
の
警
戒
必
要
」
と
発
表
。

　
午
後
洞
爺
湖
温
泉
全
域
、
泉
、
入

江
地
区
一
部
１
、４
１
１
世
帯
２
、７

０
４
人
に
避
難
勧
告
発
動
。

　
夕
方
に
は
、
す
べ
て
の
観
光
客
が

ホ
テ
ル
を
退
去
。

　
室
蘭
開
発
建
設
部
は
、国
道
37
号
入

江
〜
伊
達
市
長
和
間
、国
道
２
３
０
号

入
江
〜
ル
ス
ツ
間
、
国
道
４
５
３
号

長
和
〜
大
滝
間
の
通
行
止
め
を
発
表
。

　
岡
田
教
授
は
「
一
両
日
中
に
噴
火

の
可
能
性
き
わ
め
て
高
く
、
遅
く
と

も
１
週
間
以
内
に
噴
火
す
る
。」
と
会

見
で
発
表
。

　
温
泉
地
区
全
域
に
避
難
勧
告
か
ら

指
示
に
切
替
。

　
Ｊ
Ｒ
室
蘭
本
線
長
万
部
〜
東
室
蘭

間
運
転
中
止
。

　
入
江
・
泉
地
区
の
一
部
避
難
指
示
。

避
難
者
数
１
、４
７
３
人
。

　
午
前
０
時
か
ら
午
前
９
時
ま
で
火

山
性
地
震
９
６
８
回
そ
の
う
ち
有
感

地
震
４
５
６
回
。

　
温
泉
地
区
全
員
の
避
難
確
認
。

　
岡
田
教
授
は
「
爆
発
的
な
噴
火
を

起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
」
と
指
摘
し

て
、
有
珠
山
北
西
部
の
噴
火
の
お
そ

れ
に
言
及
す
る
。

　
自
治
会
長
会
議
開
催
。
長
崎
町
長

は
「
有
珠
山
の
現
況
は
緊
迫
し
た
状

況
に
あ
る
」
こ
と
を
説
明
し
、
避
難

体
制
の
徹
底
を
お
願
い
す
る
。

　
昼
ご
ろ
小
有
珠
周
辺
で
断
層
、
亀

裂
の
確
認
。

　
温
泉
で
、
道
路
亀
裂
、
水
道
管
破

裂
の
情
報
が
消
防
本
部
に
入
る
。

　
入
江
地
区
全
域
・
虻
田
８
区
・
泉

地
区
の
一
部
に
避
難
指
示
発
動
。

　
30
日
の
火
山
性
地
震
合
計
２
、４
５

４
回
う
ち
有
感
相
当
地
震
１
、０
９
１

回
と
発
表
。

　
消
防
庁
火
砕
流
発
生
に
備
え
て
、

緊
急
消
防
援
助
隊
を
派
遣
。

　
１
時
７
分
有
珠
山
西
側
山
麓
か
ら

噴
火
。

３
月
28
日

３
月
29
日

３
月
30
日

３
月
31
日

　
平
成
12
年
３
月
31
日
午
後
１
時
７
分
、
有
珠
山
が
23
年

振
り
に
沈
黙
を
破
り
、
西
側
山
麓
か
ら
噴
火
し
ま
し
た
。

噴
煙
は
高
さ
３
、２
０
０
 
に
ま
で
到
達
し
ま
し
た
。

　
昭
和
52
年
の
噴
火
と
違
い
、
全
町
（
旧
虻
田
町
）
避
難

と
な
り
、
役
場
ま
で
も
が
移
転
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ

ど
大
き
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
行
政
、
住
民
、
専
門
家
の
し
っ
か
り
と
し
た
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
で
、
犠
牲
者
を
出
す
こ
と
な
く
済
み
ま
し
た
が
、
道
路

や
住
宅
な
ど
の
被
害
は
広
範
囲
に
お
よ
び
、
灰
色
の
世
界

を
眺
め
て
呆
然
と
す
る
ば
か
り
で
し
た
。

　
し
か
し
、
た
ゆ
ま
ぬ
住
民
の
努
力
に
よ
っ
て
、
今
は
、

噴
火
前
の
緑
あ
ふ
れ
る
世
界
を
取
り
戻
し
、
復
興
を
果
た

し
ま
し
た
。

　
平
成
12
年
３
月
31
日
午
後
１
時
７
分
、
有
珠
山
が
23
年

振
り
に
沈
黙
を
破
り
、
西
側
山
麓
か
ら
噴
火
し
ま
し
た
。

噴
煙
は
高
さ
３
、２
０
０
 
に
ま
で
到
達
し
ま
し
た
。

　
昭
和
52
年
の
噴
火
と
違
い
、
全
町
（
旧
虻
田
町
）
避
難

と
な
り
、
役
場
ま
で
も
が
移
転
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ

ど
大
き
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
行
政
、
住
民
、
専
門
家
の
し
っ
か
り
と
し
た
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
で
、
犠
牲
者
を
出
す
こ
と
な
く
済
み
ま
し
た
が
、
道
路

や
住
宅
な
ど
の
被
害
は
広
範
囲
に
お
よ
び
、
灰
色
の
世
界

を
眺
め
て
呆
然
と
す
る
ば
か
り
で
し
た
。

　
し
か
し
、
た
ゆ
ま
ぬ
住
民
の
努
力
に
よ
っ
て
、
今
は
、

噴
火
前
の
緑
あ
ふ
れ
る
世
界
を
取
り
戻
し
、
復
興
を
果
た

し
ま
し
た
。


